
東京諸官省名所集 芝御浜延遼館
(渋沢史料館蔵）



東京延遼館御庭之図（江戸東京博物館蔵）
明治期日本画壇の巨頭・川端玉章によって描かれた浜離宮の御庭。延遼館
裏手に広がるこの眺望こそが延遼館のおもてなしの最大のポイントだった。

延遼館正面（東京国立博物館蔵）
延遼館を正面から撮影した写真。建物のかたちや玄関の装飾の形
態、前面には石畳の道路と芝生の広場があったことなどが分かる。



 浜離宮延遼館地絵図  六分計（宮内公文書館蔵）
彩色された延遼館の建築図面。コの字型の建物の内部は細かく部屋割
りがされている。余白に見られる書き込みは改装・改築のためのもので
あろうか。玄関や背面入口の形態も詳細に見てとることができる。



ベアト撮影「大君の夏の別荘」
（横浜開港資料館蔵）
庭園美を誇る幕末の浜御殿。しかし幕末
の緊迫した情勢はこの地にも及んできた。

勝海舟日記　慶応３年２月17日の条（江戸東京博物館蔵）
「浜海局」につき「外周石造の積」と上申した旨を記録している。

浜御殿地向御庭向共惣絵図
（東北大学附属図書館蔵）
浜御殿の整備が最も充実した11代
将軍徳川家斉在位中のものと推測
される絵図。

勝海舟肖像（横浜開港資料館蔵）
慶応３年当時は軍艦奉行として幕府海軍の改革と充実に努めていた。



英国王子渡来（中央区立京橋図書館蔵）
明治2年、東京の新たな出来事や新名所等を描いた「東京繁華一覧」の中の1
枚。浜離宮大手門から延遼館に向かうエジンバラ公一行の姿も描かれた。

延遼館備 色絵金彩花鳥文 沈香壺（霞会館蔵） 総高70cm
延遼館備だったこの壺は、華族会館に引き継がれ、その
後身である霞会館で現在も保存されている。

エジンバラ公アルフレート
（東京大学史料編纂所寄託）
エジンバラ公は1867年よりイギリ
ス海軍のガラティア号で世界一周
旅行を行い、日本に立ち寄った。

延遼館石室入口の図
（外務省外交史料館蔵）
エジンバラ公が滞在した延遼館の
玄関。延遼館と命名される前の史料
なので「石室玄関」と記されている。

明治天皇とグラント将軍との「御対話」（聖徳記念絵画館蔵）
明治12年（1879）に来日した前アメリカ大統領グラント氏は南北戦争の英雄と
しても著名な人物。明治天皇は延遼館滞在中のグラント氏を訪ね浜離宮に臨
御、中島の茶屋で会見された。その模様は明治天皇の事績を伝えるために描か
れた80枚の絵画の1枚として、現在も聖徳記念絵画館に展示されている。



延遼館夜会記録（東京都公文書館蔵）
延遼館で開催された夜会について記録した
東京府の公文書。招待状の見本、晩餐会の席
次、西洋料理の献立などが綴じ込まれてお
り、当時の夜会の様子を現在に伝える。

晩餐会メニュー（中央区立郷土天文館蔵）
延遼館で催された晩餐会で供された食
事を再現したレプリカ。

晩餐献立（東京都公文書館蔵）
延遼館で催された晩餐会のメ
ニュー。「夜会記録」の中に含ま
れる史料。

ザリガニ・鶏肉の濃厚スープ

鴨のロースト
鯛のノルマンディー風

羊肉のカツレツ

栗のプリン

鯛のノルマ

栗のプリン



延遼館招待状（学習院大学史料館蔵）
延遼館で開催された夜会や晩餐会の招待状。
榎本武揚（左）、伊藤博文（右）などが主催した。

御浜延遼館於テ天覧角觝之図（東京都公文書館蔵）
明治になって初めての天覧相撲が、明治17年に延遼館で開催された際の錦絵。
画面中央の玉座には明治天皇の姿が描かれている。

御浜延遼館於テ天覧角觝之図（相撲博物館蔵）＊部分
天覧相撲を描いた錦絵には様々な種類があり、それだ
け人気のある題材だったことが分かる。取組を眺める
明治天皇の前には、様々な器や花瓶が描かれている。



協力者・協力機関（50音順、敬称略）

江戸東京博物館
外務省外交史料館
学習院大学史料館
霞会館
木村喜昭
宮内公文書館
慶應大学三田メディアセンター
国立国会図書館
渋沢史料館
聖徳記念絵画館
中央区立郷土天文館

中央区立京橋図書館
東京国立博物館
東京大学工学部
東京大学史料編纂所
東京都公園協会
東北大学附属図書館
中野健明
日本相撲協会
横浜開港資料館
早稲田大学図書館

編集・発行：東京都公文書館
発行日：平成27年5月1日
〒158-0094
東京都世田谷区玉川1-20-1
TEL 03-3707-2604
 http://www.soumu.metro.tokyo.jp/01soumu/archives/


